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背景
|ソフトウェアプロジェクトでは⽇々多くの不具合報告がな
されている．
|開発者にとって有⽤な情報の検索に多くのコストがかかっ
てしまう．

↓
|開発者⽀援を⽬的として不具合報告を要約する研究が⾏わ
れている．
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先⾏研究
|先⾏研究では内容把握を⽬的とした⼿法と情報収集を⽬的
とした⼿法がある．
|内容把握を⽬的とした⼿法
l不具合報告票に含まれる問題点を要約することに重点
l開発者が問題解決をする際に必要としている情報が含まれて
いる保証がないという問題．

|情報収集を⽬的とする⼿法
l問題と要因と解決⽅法という3つの要素が含まれるようにテキ
ストを要約するということに重点

l上記のテキストに含まれる品詞の分布の偏りを⽤いる際の
ベースとなるデータ量が絶対的に不⾜しているため，構築し
た⼿法の分類性能が⼗分に発揮されているとは⾔えない問題．
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品詞の分布の偏り
|問題⽂の場合
l疑問詞に関する特徴が他の⽂に⽐べて多い．
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⽬的とアプローチ
|⽬的
l品詞の分布の偏りを⽤いる際のベースとなるデータ量を増やし，
モデルを再構築する．

|アプローチ
l先⾏研究などで⽤いられたデータセットと同じものから不具合
報告票のテキストを抽出し，品詞の分布を再計算する．
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進捗
|データセットをEclipse，Mozilla，Gnome，KDEから
Bugzillaで取る
|研究室のPCにあるかもしれない→探索中
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